
































































よって生じるものである（Spielberger, 1972 ; Spielberger, 1975）。
この状態不安と特性不安を別々に測定する尺度として状態－特性不安尺度
（state-trait anxiety inventory : STAI）を発表し（Spielberger, 1966），その
後日本語版 STAI も作成され（岸本・寺崎，1986），心理学，スポーツのいず
れの領域においても多くの研究に用いられている。

















Anxiety Test : SCAT）と，1983年に状態不安を測定する競技状態不安目録
（Competitive State Anxiety Inventory-2 : CSAI-2）を発表した（Martens,
Burton, & Vealey, 1990）。その後，日本語版の SCAT（遠藤，1980）や
CSAI-2（橋本・徳永・多々納・金崎，1984），さらにスポーツ競技特性不安
尺度（Trait Anxiety Inventory for Sport : TAIS）やスポーツ競技状態不安









応の知覚を反映する身体的不安の独立した 2つに分けられる（Burton, 1988 ;




る（Martens et al, 1990）。
パフォーマンスに対しては，主に認知的不安が影響を及ぼし，しかもその影
響はマイナスの効果を示す。つまり，認知的不安が高まれば，パフォーマンス






























model）を提案した（Fazey & Hardy, 1988 ; Hardy, 1990 ; Hardy & Par-
Fig. 2 Yerkes & Dodson の法則に基づく生理的覚醒と行動の関係
５２ スポーツ場面におけるプレッシャー による心理生理的影響とパフォー マンスの関係
fitt, 1991）。Fig. 3に示すように，カタストロフィ・モデルは逆 U 字仮説に








体的指標の影響も受ける（Fazey & Hardy, 1988）。他の身体的指標による影
響は課題の身体的要求が小さいとき，生理的覚醒反応の一般的傾向に隠されて





様のタイムコースに従うことが確認された（Parfitt et al. 1990）。理論上，生
理的覚醒は選手の正確な能力の利用可能性の変化によって，パフォーマンスに
Fig. 3 Hardy らによるカタストロフィ・モデル
５３スポーツ場面におけるプレッシャー による心理生理的影響とパフォー マンスの関係
直接影響を及ぼす（Hockey & Hamilton, 1983 ; Humphreys & Revelle,
1984 ; Parfitt et al., 1990）。さらに多くの研究で，不安に関連する生理的覚
醒はパフォーマンスの間変動が続くことが示された（Baddeley & Idzikow-
ski, 1983 ; Cox, Hallam, O’Connor, & Rachman, 1983）。逆に身体的不安は
選手がその兆候を否定的に解釈するときにだけ，パフォーマンスに影響し
（Burton, 1988 ; Martens et al., 1990），パフォーマンスが始まると消えると













Fig.3の背面に示される逆 U 字になる（Davey, 1973）。そして，重要な大会
当日の認知的不安が高いときは，Fig. 3の右側に示されるように，認知的不安
とパフォーマンスの間に負の相関が見られる（Burton, 1988 ; Gould et al.,
1984）。さらに，重要な大会前の数日間の生理的覚醒が低いとき，Fig. 3の左
側に示されるように，認知的不安とパフォーマンスには正の相関が見られる
（Parfitt et al. 1990）。最後に重要な大会当日，認知的不安が高いとき，生理
的覚醒の効果は正負いずれにも影響し，その生理的覚醒の効果は，認知的不安
５４ スポーツ場面におけるプレッシャー による心理生理的影響とパフォー マンスの関係
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